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“麦の郷とは”住民のニーズから
　生み出され、住民の手によって育てられる

私たちのめざすもの私たちのめざすもの私たちのめざすもの 〜麦の郷４つの理念〜

１).麦の郷は、日々学び、育み、発信し続ける人材を育成し、地域福祉の発展を目指します。
２).私たちは、ものづくりを通じて障害のある人と地域の共存を実現し、互いに豊かになる実践を目指し

ます。
３).私たちは、社会的不利の状態におかれている人々の課題を解決するために、広範な人々とつながりを

深め、ともに社会変革をめざします。
４).麦の郷は、全ての人が平和で安心して暮らせる社会づくりのために人の輪を紡いでいきます。

TEL(073)474−2466　FAX(073)474−4637
http://www.muginosato.jp通信 発　行／麦の郷情報管理委員会

〒640−8301 和歌山市岩橋643
揮毫：伊藤静美

ソーシャル ファーム ピネル／くろしお作業所／麦の郷訪問看護ステーション／麦の郷居住福祉

事業所／はぐるま共同作業所／はぐるま共同作業所　和の杜／はぐるま共同作業所　ラ・テー

ル／けいじん舎／麦の郷印刷／障害者就業・生活支援センター つれもて／麦の郷　和歌山生活

支援センター／麦の郷紀の川生活支援センター／ハートフルハウス　創／むぎピース／障害児

者サポートセンター「麦の郷」／こじか園／第二こじか園／こじか親子教室／ソーシャル

ファームもぎたて／Po-zkk／六星舎／叶夢向／事務所／麦の郷障害者地域リハビリテーション
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ポップコーンの色

の鮮やかな色。

それを製造した

仲間たちの自信に

満ちた表情がすて

きです。

キリッとした表情か

ら、仕事への真剣さが

感じられます。

きっとここで製造さ

れる製品は信頼されて

いると思います。
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イラスト：KANｰZ

助成ありがとうございました

公益財団法人　中央

競馬馬主社会福祉財団

様より助成いただき、

プリンターを購入いた

しました。

従来使用していたプ

リンターの代替機にな

りますが、以前のものより処理スピードが上がり、

ランニングコストも低くなり、大変助かっています。

また、白いインクをオプションで付けさせても

らったことにより、濃い色の紙への印刷もできるよ

うになり、新しい商品の提案

を始めることができました。

新しい機能を楽しみなが

ら、収入アップにつなげてい

きたいと思います。

ありがとうございました。

（麦の郷印刷　長谷　理世）

■分科会■
第１分科会
第２分科会

第３分科会
第４分科会
第５分科会
第６分科会
第７分科会
第８分科会
第９分科会

　
第10分科会

高次脳機能障害の現場と実践
ホームにおける高齢化・
　重度化した仲間への支援
障害者の労働権について考える
事業所でよく聞く報酬単価ってなに？
自立訓練の実践からの学びと課題
相談支援の役割をもう一度考えよう
Ｂ型事業所の現状と課題
「生活介護」のあり方とは？
様々な活動を通して
　体験する楽しさ、自己表現を支援
友だちをつくろう！

参 加 費：一般2,000円　仲間100円　介助者500円
　　　　　※弁当の注文は別途600円要ります
申込締切：2019年１月31日（木）

～障害者権利条約とともに ～明日への架け橋
第17回和歌山県作業所問題研究交流集会

9：30
10：00
10：20

12：00
13：00
16：30

開場・受付
開会式　主催者あいさつ　
①講演会　パラレルレポートからみる障害者
権利条約（仮題）薗部英夫氏
②アニマルセラピー　
昼食休憩
分科会
閉会

※詳しくはわされん会員事業所に配布予定の
　開催要項（申込書つき）をご確認ください

主催：和歌山県共同作業所連絡会（わされん）

2019年２月９日(土)
和歌山市北コミュニティセンター　
　〒640-8481　和歌山市直川326番地の7
　（和歌山市さんさんセンター紀の川内）


